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東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区の指定に係る 

景観計画の変更について 
 

草津市景観計画では、良好な景観形成を図るため地域に応じた景観のルールを定めており、住民

が主体となって景観づくりに取り組むべき地区として「景観形成重点地区」を位置づけしています。 

宿場町の歴史的な景観が色濃く残された草津宿本陣周辺の地域において、マンション新築や空き

店舗活用など、景観の観点からまちづくりについて考えるため、景観法に基づく住民提案として、景

観計画を変更し景観形成重点地区を指定する提案がなされました。 

これを受けて、平成３０年７月１日より草津市景観計画を変更し、当該地区を「東海道草津宿本

陣通り景観形成重点地区」として、届出対象行為や景観形成基準を定めます。 

 

（第１章～第４章 省略） 

第５章 景観形成重点地区 

 

第１節 景観形成重点地区の考え方と指定方針 

重点的に良好な景観の保全・活用や新たな都市景観の創出を図るべき地区を、『景観形成重点地区』

に指定します。 

『景観形成重点地区』においては、それぞれの地域特性に応じた景観ルールづくりや、景観誘導を図

るための支援策などの各種施策の展開を図っていくこととします。 

 

■景観形成重点地区の指定方針 

 

豊かな自然環境が残されている地区 

・琵琶湖岸や里山、水辺など貴重な自然環境が残されている地区 

・農村集落や鎮守の森など、周辺の自然環境と一体となって良好な景観を形成している地区 

草津の歴史文化が色濃く残されている地区 

・歴史・文化の薫る街並み景観を生かし、積極的に保全・再生していく地区 

・神社や寺院など、地域固有の歴史・文化が受け継がれている地区 

まちのにぎわいや活力とともに、うるおいがあって質の高い街並み景観や都市景観の創出に向けて取り

組む地区 

・たくさんの人が暮らし、行き交う駅周辺地区および交通の要衝としてのインターチェンジ周辺地区 

・商店街のように回遊性があり、まちのにぎわいやふれあいを創出していく地区 

・丘陵部における福祉・医療・学術・研究・文化の広域交流拠点地区 

市民・事業者が積極的に景観づくりに取り組む地区 

・市民や事業者が景観づくりを行う団体として積極的な活動を展開している地区 

・市民や事業者が景観づくりに向けたルールづくりに取り組んでいる地区 

 

景観形成重点地区における景観の保全・活用や創出を推進するため、表彰制度や景観資源の維持管理

への支援、市民や事業者が主体となって取り組む景観づくりへの支援など、各種の景観施策を展開して

いきます。 

  

赤字：今回改正・追加する内容 
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第２節 景観形成重点地区の指定地区 

 

 滋賀県景観計画で指定されていた「琵琶湖景観形成地域（琵琶湖景観形成特別地区含む）」、「沿道景

観形成地区」について、それぞれを「琵琶湖岸景観形成重点地区」、「伝統的沿道景観重点地区」に指定

します。 

 また、史跡草津宿本陣が残る本陣通りを「東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区」に指定します。 

 景観形成重点地区については、指定方針に基づく地区について追加指定を検討し、地域住民等関係者

と協議を行い、随時指定していきます。 

名称 区  域 

琵琶湖岸景観形成重点地区 滋賀県景観計画で指定されていた「琵琶湖景観形成地域（琵琶湖景

観形成特別地区含む）」の範囲 

伝統的沿道景観重点地区 滋賀県景観計画で指定されていた「沿道景観形成地区」の範囲 

東海道草津宿本陣通り景観

形成重点地区 

市道宮町渋川線のうち、県道山田草津線との交差点から市道草津２

号線との交差点までの区間で、道路中心線から１５ｍの区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
伝統的沿道景観重点地区 

琵琶湖岸景観形成重点地区 

東海道草津宿本陣通り 

景観形成重点地区 

凡例 

琵琶湖岸景観形成重点地区 

伝統的沿道景観重点地区 

重点地区以外の地区 

東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区 

幹線道路軸 

歴史街道軸 
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第３節 東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区の景観形成方針 

 

 ■ 東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区 

 

草津宿は東海道と中山道が分岐・合流する宿場町であり、草津宿本陣は往時の面影を今に伝え、

ふるさと草津を代表する建造物として市民の誇りとなっています。街道沿道や路地には、分岐点を

示す道標や古くからの木造建築物などが残されており、伝統を受け継ぐ人々の暮らしの中に街道の

歴史を感じることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの歴史的背景や景観特性をふまえ、史跡草津宿本陣などが残る東海道沿いの歴史的なまち

なみを活かし、歴史街道の佇まいと賑わいを創出する景観形成を推進します。 

そのため、建築物、屋外広告物および工作物等が違和感なくまちにとけ込むよう、店舗や地域の

コニュニティスペース等の活用を図り、歴史的な趣を残す工夫をするなど、通りの個性や魅力を高

める景観の創出に努めます。 

    

  

史跡草津宿本陣 本陣通り 

●歴史街道としての佇まいを感じる景観づくり 

●時とともに魅力が高まる景観づくり 

●まちの賑わいを創出する景観づくり 

基本目標：歴史街道の佇まいと賑わいを創出する景観づくり 
基
●住民協働による景観づくり 

●安全・安心に配慮した住みよい景観づくり 
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第６章 景観計画区域内の行為の規制に関する事項 

 

良好な景観の形成に関する方針を踏まえ、景観計画区域および景観形成重点地域における建築行為等

を対象として、その行為の制限を定め、良好な景観形成の誘導を図ります。 

景観計画区域内における各ゾーンの特性に応じた行為制限を定めるとともに、これに基づきあらかじ

め届け出のあった一定規模以上の建築行為などについて指導を行います。 

 

第１節 届出の対象となる行為 

【まちなかゾーン、住宅地ゾーン、田園ゾーン、丘陵部ゾーン】 

建
築
物 

新築、増築、改築、または移転 ○建築物の最高部の高さが１３ｍ以上もしくは４階建以上の行

為。ただし、田園ゾーンについては、高さ１０ｍ以上の行為。 

○行為にかかる延床面積の合計が３００㎡以上の行為。 
外観を変更することとなる修繕も

しくは模様替えまたは色彩の変更 

工
作
物 

新築、増築、改築、または移転 ○高さ１３ｍ以上のもの。ただし、田園ゾーンについては高さ

１０ｍ以上の行為。 

○地上に設置する太陽光発電設備（集熱利用のものを含む。）で、

高さが１３ｍ以上（田園ゾーンについては高さ１０ｍ以上）

の行為またはモジュールの面積の合計が１，０００㎡を超え

る行為。 

外観を変更することとなる修繕も

しくは模様替えまたは色彩の変更 

 

【琵琶湖岸景観形成重点地区・伝統的沿道景観重点地区・東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区】 

建
築
物 

新築、増築、改築、または移転 ○新築、増築、改築または移転にかかる部分の床面積の合計が

１０㎡を超える行為。 

○行為後の建築物の高さが５ｍを超える行為。 

外観を変更することとなる修繕も

しくは模様替えまたは色彩の変更 

○行為に係る部分の面積の合計が１０㎡を超える行為。 

工
作
物 

新築、増築、改築、または移転 ○垣（生け垣を除く、さく、へい、擁壁の類の場合、高さが１．

５ｍを超える行為、または長さが１０ｍを超える行為。 

○汚水または排水を処理する施設の場合、高さが１．５ｍを超

える行為、または行為に係る部分の築造面積の合計が 

１００㎡を超える行為。 

○地上に設置する太陽光発電設備（集熱利用のものを含む。）で、

高さが５ｍを超える行為またはモジュールの面積の合計が１

００㎡を超える行為。 

○上記以外の工作物で、規則で定めるもの。 

 行為後の工作物の高さが５ｍを超える行為。 

外観を変更することとなる修繕も

しくは模様替えまたは色彩の変更 

開発行為、土地の開墾、土石の採取、鉱物

の掘採その他の土地の形質の変更 

○切土により生ずるのり面の高さが１．５ｍを超える行為。 

○切土により生ずるのり面の長さが１０ｍを超える行為。 

○行為に係る部分の面積が１００㎡を超える行為。 

木竹の伐採 ○高さが５ｍを超える木竹の伐採。 

○林業を営むために行う木竹の伐採。 

屋外における物件の体積 ○堆積された物件を外部から見通すことができ、かつ、物件の

堆積期間が３０日を超える行為のうち、高さが１．５ｍを超

えるもの、または、面積が１００㎡を超えるもの。 

水面の埋め立てまたは干拓 ○盛土により生ずるのり面の高さが１．５ｍを超える行為。 

○盛土により生ずるのり面の長さが１０ｍを超える行為。 

○行為に係る部分の面積が１００㎡以上であるもの。 

【歴史街道軸・幹線道路軸】 

 それぞれの「軸」が含まれている「ゾーン」および「景観形成重点地区」で定められた行為を対象とす

る。 
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第２節 景観形成基準 

※一般ゾーン、琵琶湖岸景観形成重点地区、伝統的沿道景観重点地区は省略 

【景観形成重点地区（東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区）】 

１ 建築物（建

築物に付属す

る門およびへ

いを除く。）の

新築、増築また

は改築 

位置 (１)周辺の建築物の配置状況を勘案しつつ壁面線の統一に配慮し、整然とした

街並みの形成に努めること。 

(２) 駐車場の設置などにより、通りから壁面を後退させる場合は、周辺景観と

の調和に配慮し、塀等を設置して壁面ラインの連続性に配慮すること。 

形態 (１)周辺景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある形態とすること。 

(２)周辺の建築物の多くが切妻等の形態の屋根であることから、これらの形態

との調和を図るため、原則として、勾配のある屋根を設けること。また、大規

模建築物の 3 階以上の部分は道路境界から２．７（一間半）ｍ以上セットバ

ックし下屋を設けるなど、周辺の街並みとの調和や上空への見通しの確保に

努めること。 

(３)勾配屋根は、原則として、適度な軒の出を有すること。 

(４)周辺の建築物と調和した屋根（勾配、向き）等とし、連続した街並みを乱さ

ないよう努めること。 

(５)東海道草津宿の伝統的な建築形態を基調とし、歴史的街並みとの調和を図

ること。 

(６)屋上に設ける設備は、できるだけ目立たない位置に設けるとともに、建築

物本体および周辺景観との調和に配慮したものとすること。これにより難い

場合は、目隠し措置などの修景措置を講じること。 

(７)太陽光発電設備（集熱利用のものを含む。以下この表において同じ。）を勾

配屋根に別途設置する場合は、太陽光パネルの最上部が当該建築物の棟を超

えないものとし、屋根に密着させること。 

(８)太陽光発電設備を壁面に別途設置する場合は、当該壁面の外縁部より外側

に太陽光パネルがはみ出ないようにすること。 

意匠 (１) 大規模建築については、平滑な大壁面が生じないよう、陰影効果に配慮す

ること。 

(２)屋根、壁面、開口部等の意匠に配慮し、威圧感および圧迫感を軽減するよう

努めること。 

(３)外見できる壁面等の意匠の釣合に配慮し、建築物全体としてまとまりのあ

る意匠とすること。 

(４)敷地内や建築物に付属する設備（屋上に設ける設備を含む。）が建物と一体

となったデザインとし、設置位置を考慮するなど目立たないように努めると

ともに、建築物本体および周辺景観との調和に配慮すること。ただし、これに

より難い場合は、覆いをするなど修景措置を講じること。 

(５)玄関および開口部は建具、格子等の伝統的様式とすること。もしくは、それ

に準備に準じるものとすること。 

(６) 草津宿の特徴である切妻平入、格子窓、虫籠窓の保全に努めること。 

(７)太陽光発電設備を屋根材または外壁材として一体で設置する場合は、その

他の屋根材または外壁材の意匠について、周辺景観を含めて太陽光発電設備

との調和を考慮すること。 

(８)太陽光発電設備を設置する場合においては、市道宮町渋川線のうち、県道

山田草津線との交差点から市道草津２号線との交差点までの区間（以下「指

定道路」という。）から見えない位置に設置すること。 

色彩 (１)けばけばしい色彩とせず、無彩色または茶系色等の落ち着いた色彩を基調

とし、周辺景観および敷地内の状況との調和を図ること。 

(２)外観および屋根の基調色は、次のとおりとすること。 

色相 彩度 明度 

 上限値 下限値 上限値 

０.１Ｒ～１０Ｇ ３以下 ４以上 ９未満 
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０.１ＢＧ～１０ＲＰ ２以下 ４以上 ９未満 

無彩色 ― ３以上 ９未満 

※色彩については、マンセル表色系（JISZ8721）で表示。 

※屋根の基調色は、彩度のみの適用とする。 

※漆喰、べんがら等の自然素材を使用する場合や、周辺景観と調和すると認め

られる場合においてはこの限りでない。 

※太陽光発電設備のパネルの色彩については、色彩基準を適用しない。 

(３)色彩の性質を十分考慮するとともに、一つの建物に数多くの色を用いるこ

とを避け、落ち着いた雰囲気を醸し出すよう色調を統一すること。 

(４)周辺景観の色相と対比する色相を使用する場合にあっては、周辺の色調お

よび規模に十分留意し、対比調和の効果が発揮できるよう十分考慮すること。 

(５)屋上工作物の色彩は、建築物本体および周辺景観との調和が図れるものと

すること。 

(６)大規模建築物については、上空への圧迫感を軽減するため、３階以上の上

層階の外壁には明度の明るい色や彩度の低い色を用いること。 

(７)勾配屋根は日本屋根を意識した黒又は灰色を基本とし、外壁等を含めた外

観について自然素材の色を意識した落ち着いた色調とすること。 

(８)店舗等のシャッターについては、建物との調和を図りながら、木戸などの

自然素材の色を意識した色彩のものとなるよう配慮すること。 

(９)太陽光発電設備のパネルを設置する場合は、黒または濃紺もしくは低彩度・

低明度の色彩とし、低反射でできるだけ模様が目立たないものとすること。 

(10)太陽光発電設備を外壁に設置する場合は、他の外壁についても、太陽光パ

ネルおよび周辺景観と調和した色彩とすること。 

(11)太陽光発電設備を設置した場合に、付属する配管等の設備は、建築物と一

体とする、または建築物の色彩と調和したものとすること。 

素材 (１)周辺景観になじみ、かつ、長期間にわたって良好な景観が維持できるよう、

耐久性および耐候性に優れた素材を使用すること。 

(２)勾配屋根の屋根材については、瓦等の自然素材を用いること。ただし、これ

により難い場合は、これを模した素材とすること。 

(３)外観には木材、土、石材、漆喰などの自然素材を用いること。ただし、これ

により難い場合は、これを模した素材とすること。 

(４)時間の経過とともに、経年変化（エイジング）により味わいが増す素材を使

用すること。 

敷地

の緑

化措

置 

(１)建築物が周辺景観と融和し、良好な景観の形成および周辺環境との調和が

図れるよう、樹種の構成および樹木の配置を考慮した植栽を行うこと。 

(２)大規模建築物にあっては、周囲に与える威圧感、圧迫感および突出感を和

らげるよう、その高さを考慮した樹種および樹木を選び、その植栽位置を考

慮すること。 

(３)植栽に当たっては、自然植生を考慮するとともに、周辺環境との調和が得

られる樹種とすること。 

樹木

等の

保全

措置 

(１)敷地内に生育する樹林については、できるだけ残すこと。やむを得ず樹林

を伐採する必要が生じたときは、必要最小限にとどめること。 

(２)樹姿または樹勢が優れた樹木が敷地内にある場合は、当該樹木を修景に生

かすよう配慮すること。ただし、これにより難い場合は、移植の適否を判断

し、できるだけその周辺に移植すること。移植後は十分な管理を行い、樹勢の

回復に努めること。 

２ 垣、さく、へい、

門（建築物に附属する

ものを含む。）その他こ

れらに類するものの新

設、増築または改築 

(１)周辺景観および敷地内の状況に配慮し、調和の得られる形態および意匠と

すること。 

(２)自然素材を意識した落ち着いた色彩で、周辺景観および敷地内の状況と調

和が得られるものとすること。ただし、自然素材を利用する場合や、周辺景観

と調和すると認められる場合においてはこの限りではない。 
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３ 擁壁の新設、増築

または改築 

(１)道路に面して設ける場合は、できるだけ低いものとすること。 

(２)できるだけ石材等の自然素材を用い、これにより難い場合はこれを模した

ものとすること。これらの素材を用いることができない場合は、修景緑化等

の措置を講じること。 

４ 煙突またはごみ焼

却施設、アンテナ、鉄

筋コンクリート造りの

柱、鉄柱その他これら

に類するもの 

記念塔、電波塔、物見

塔その他これらに類す

るもの、高架水槽の新

設、増築または改築 

(１)道路側の敷地境界線からできるだけ多く後退すること。 

(２)原則として、道路から２ｍ以上後退すること。 

(３)敷地内に生育する樹林については、できるだけ残すこと。やむを得ず樹林

を伐採する必要が生じたときは、必要最小限にとどめること。 

(４)樹姿または樹勢が優れた樹木が敷地内にある場合は、この樹木を修景に生

かせるよう配慮すること。ただし、これにより難い場合は、移植の適否を判断

し、できるだけその周辺に移植すること。移植後は十分な管理を行い、樹勢の

回復に努めること。 

(５)できるだけすっきりとした形態および意匠とするとともに、けばけばしい

色彩とせず、周辺景観になじむものとすること。 

(６)常緑の中高木をとり入れた樹木により必要に応じて修景緑化を図ること。 

(７)道路から後退してできる空地には、特に緑化に努めること。 

(８)植栽は、自然植生を考慮するとともに、周辺環境との調和が得られる樹種

とすること。 

５ 彫像その他これに

類するものの新設、増

築または改築 

(１)原則として、道路から２ｍ以上後退すること。ただし、芸術性および公共性

があり、周辺の景観との調和が図れるもの等は、この限りではない。 

(２)樹姿または樹勢が優れた樹木が敷地内にある場合は、この樹木を修景に生

かせるよう配慮すること。 

(３)原則として、周辺景観になじむ形態および意匠とするとともに、けばけば

しい色彩としないこと。これにより難い場合は、道路から容易に望見できな

いよう遮へい措置を講じること。ただし、芸術作品展等の開催に伴い一時的

に設置されるものは、この限りではない。 

(４)周辺景観との調和を図るため、修景緑化を図ること。 

(５)道路から後退してできる空地には、特に緑化に努めること。 

(６)植栽は、自然植生を考慮するとともに、周辺環境との調和が得られる樹種

とすること。 

６ 汚水または排水を

処理する施設の新設、

増築または改築 

(１)道路側の敷地境界線からできるだけ多く後退すること。 

(２)原則として、道路から２ｍ以上後退すること。 

(３)敷地内に生育する樹林については、できるだけ残すこと。やむを得ず樹林

を伐採する必要が生じたときは、必要最小限にとどめること。 

(４)樹姿または樹勢が優れた樹木が敷地内にある場合は、この樹木を修景に生

かせるよう配慮すること。ただし、これにより難い場合は、移植の適否を判断

し、できるだけその周辺に移植すること。移植後は十分な管理を行い、樹勢の

回復に努めること。 

(５)平滑な大壁面が生じないよう、陰影効果に配慮するとともに、外部に設け

る配管類は、できるだけ目立ちにくくすること。 

(６)けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩で周辺景観および敷

地内の状況との調和が得られるものとすること。 

(７)敷地外周部は緑化を図り、施設を敷地外から容易に望見できないようにす

ること。 

(８)常緑の中高木をとり入れた樹木により修景緑化を図ること。 

(９)道路から後退してできる空地には、特に緑化に努めること。 

(10)植栽は、自然植生を考慮するとともに、周辺環境との調和が得られる樹種

とすること。 

７ メリーゴーラン

ド、観覧車、飛行塔、

コースター、ウォータ

(１)道路側の敷地境界線からできるだけ多く後退すること。 

(２)原則として、道路から２ｍ以上後退すること。 

(３)敷地内に生育する樹林については、できるだけ残すこと。やむを得ず樹林
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ーシュートその他これ

らに類する遊戯施設の

新設、増築または改築 

を伐採する必要が生じたときは、必要最小限にとどめること。 

(４)樹姿または樹勢が優れた樹木が敷地内にある場合は、この樹木を修景に生

かせるよう配慮すること。ただし、これにより難い場合は、移植の適否を判断

し、できるだけその周辺に移植すること。移植後は十分な管理を行い、樹勢の

回復に努めること。 

(５)敷地外周部には、施設の規模に応じた樹木により周辺景観との緩衝帯とな

る植栽を行うこと。 

(６)道路から後退してできる空地には、特に緑化に努めること。 

(７)植栽に当たっては、自然植生を考慮するとともに、周辺環境との調和が得

られる樹種とすること。 

８ 電気供給のための

電線路、有線電気通信

のための線路（その支

持物を含む。）の新設、

増築または改築 

(１)鉄塔は、原則として、道路沿いには設置しないこと。やむを得ず設置する場

合は、道路からできるだけ後退して設けること。 

(２)電柱は、できるだけ整理統合を図るとともに、極力目立たない位置となる

よう配慮すること。また、できるだけ道路の路面には設置しないよう努める

こと。 

(３)形態の簡素化を図ること。 

(４)色彩は、できるだけ落ち着いた色彩で周辺景観との調和を図ること。 

(５)鉄塔の基部周辺は、できるだけ修景緑化を図ること。 

９ 地上に設置する太

陽光発電設備（集熱利

用のものを含む。）の新

設、増築または改築 

(１)平面型の太陽光発電設備を設置する場合は、生垣等の植栽による目隠し措

置を講じ、指定道路から見えない位置に設置すること。 

(２)平面型の太陽光発電設備の最上部は、目隠し措置の高さより低くすること。 

(３)太陽光発電設備のパネルを設置する場合は、黒または濃紺もしくは低彩度・

低明度の色彩とし、低反射でできるだけ模様が目立たないものとすること。

（太陽光発電設備のパネルの色彩については色彩基準を適用しない。） 

(４)太陽光発電設備の付属設備は、周辺景観と調和した色彩とすること。 

(５)平面型の太陽光発電設備については、(１)から(４)の基準のほか、７の工

作物の基準に準じること。 

(６)支柱型の太陽光発電設備については、(１)、(３)および(４)の基準のほか、

５の工作物の基準に準じること。 

10 自動販売機の新設 自動販売機の設置に際しては、周囲の景観に調和するよう、位置や外観の色彩、

木製の囲い等の設置をするなどして配慮すること。 

11 屋外広告物または

掲出物件の掲出または

設置 

(１)原則として、自家用に供するもののみとすること。 

(２)けばけばしい色彩のものや、激しい動光・点滅等をするものを使用しない。

また、趣のあるデザインや、自然素材又はこれに準ずるものを用いるなど、店

舗及び街並みとの調和に配慮すること。 

12 建築物等の移転 それぞれ該当する建築物等の敷地内の位置および敷地の緑化措置の基準によ

る。 

13 建築物等の外観を

変更することとなる修

繕または模様替 

それぞれ該当する建築物等の形態、意匠および素材の基準による。 

14 建築物等の外観の

色彩の変更 

それぞれ該当する建築物等の形態、意匠および素材の基準による。 

 

15 木竹の伐採 (１)伐採は、できるだけ小規模にとどめること。 

(２)道路から望見できる樹姿または樹勢が優れた樹木は、できるだけ伐採せず

その周辺に移植すること。移植後は十分な管理を行い、樹勢の回復に努める

こと。 

(３)高さ１０ｍ以上または枝張り１０ｍ以上の樹木は、できるだけ伐採しない

こと。 

(４)伐採を行った場合は、その周辺環境を良好に維持できるよう、林縁部への

低・中木の植栽、けもの道等の生物の移動路の確保等必要な代替措置を講じ

ること。 
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16 屋外における物件

の堆積 

(１)道路側の敷地境界線からできるだけ多く後退すること。 

(２)原則として、道路から２ｍ以上後退すること。 

(３)遮へい措置を要するものの集積または貯蔵の高さは、できるだけ低いもの

とすること。 

(４)事業所における原材料・製品、スクラップ等または建設工事等における資

材等の集積または貯蔵にあっては、外部から容易に望見できないよう遮へい

措置を講じること。特に、道路に面する部分にあっては、できるだけ常緑の中

高木で遮へい措置を講じること。 

(５)農林水産品置場、商品の展示場等は、物品を整然と集積または貯蔵すると

ともに、必要に応じ、敷地外周部に修景のための植栽をすること。 

(６)敷地内に生育する樹林については、できるだけ残すこと。やむを得ず樹林

を伐採する必要が生じたときは、必要最小限にとどめること。 

(７)樹姿または樹勢が優れた樹木が敷地内にある場合は、当該樹木を修景に生

かせるよう敷地の利用を考慮すること。ただし、これにより難い場合は、移植

の適否を判断し、できるだけその周辺に移植すること。移植後は十分な管理

を行い、樹勢の回復に努めること。 

(８)植栽に当たっては、自然植生を考慮するとともに、周辺環境との調和が得

られる樹種とすること。 

17 土石の採取または

鉱物の掘採 

(１)道路からできるだけ望見できないよう遮へい措置を講じること。特に、道

路に面する部分は、できるだけ常緑の中高木で遮へい措置を講じること。 

(２)跡地の整正を行うとともに、周辺環境を考慮しつつ、芝、低木および中高木

の植栽等必要な緑化措置を講じること。 

18 水面の埋立てまた

は干拓 

(１)護岸は、できるだけ石材等の自然素材を用い、これにより難い場合はこれ

を模したものとし、必要に応じ親水性のある形態となるよう配慮すること。 

なお、構造については、できるだけ多孔質な構造とする等生物の生息環境に

配慮したものとすること。 

(２)埋立てまたは干拓後の土地（のり面を含む。）にあっては、周辺環境を考慮

しつつ、芝、低木および中高木の植栽等必要な措置を講じること。 

19 土地の開墾その他

土地の形質の変更 

(１)樹姿または樹勢が優れた樹木および樹林がある場合は、できるだけ保全す

ること。 

(２)造成等に係る切土および盛土の量は、できるだけ少なくするとともに、の

り面整正は土羽によるものとすること。やむを得ず擁壁等の構造物を設ける

場合にあっては、必要最小限のものとすること。 

(３)のり面が生じる場合にあっては、周辺景観および周辺環境に配慮し、芝、低

木および中高木の植栽等必要な緑化措置を講じること。 

(４)駐車場を設置する場合にあっては、敷地外周部に修景緑化を行うとともに、

内部空間においても中高木を取り入れた修景緑化を行い、単調な空間となら

ないよう配慮すること。ただし、これにより難い場合は、河川または主要道路

から望見できないよう、植栽による遮へい措置を講じること。 

 

１．この表において、「周辺の建築物の多く」とは、建築物の敷地境界線から３０メートル以内にある

主要な建築物の７割以上を指す。 

 

（以下省略） 


